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みんなのくらしと地方競馬
　地方競馬は、競走とその売上を通じて馬の改良増殖や、その他畜産の振興を支援するほか、収益を地方公共団
体の収入として地方財政に貢献することを目的として実施されています。
　皆様にご購入いただいた勝馬投票券の売上の合計（売得金）のうち、主催者が定めた割合（約75％）を的中者
に払戻します。払戻を行った後の残額（約25％）については、まず賞金などの競馬開催のために必要な経費に充
てられ、その他はNARへの交付金（地方競馬全国協会交付金）、地方公共団体金融機構への納付金（公営競技納付
金）などに充てられ、残りが主催者の収益金となります。

　平成30年度の主催者収益金は、約33.6億円です。この収益金は、その地域の教育・文化の発展や社会福祉の増進、
医療の普及やスポーツの振興、都市計画その他公共施設の整備などに使われています。

［地方競馬全国協会交付金］
　主催者は、売得金の一部をNARへ交付しています（平成30年度実績：約78.3億円）。この交付金はその利用目
的に応じ2つに分けられ、馬の改良増殖とその他畜産の振興のための事業に使われる一号交付金と、馬主及び馬の
登録、調教師・騎手の免許及び騎手等の養成など、地方競馬の公正で円滑な実施のための事業に使われる二号交
付金があります。
　NARはこのうちの一号交付金の中から、畜産振興事業に対して補助を行っています。補助の対象は、酪農、肉
用牛、中小家畜など家畜の生産対策に関する事業や、生産された家畜や畜産物等の流通改善のための事業、家畜
の飼養環境改善事業などです。
　さらに、平成17年度からはNARの交付金と併せて、JRAからの交付金を活用し、競走馬生産振興事業として種
牡馬の導入、繁殖牝馬の導入、血統登録に関する事業などに補助を行っています。
　平成30年度の畜産振興事業・競走馬生産振興事業へのNAR補助金は約11.3億円で、NAR設立以来、平成30年
度末までの累計で2,000億円を超えています。

　公営競技の収益の一部を地方公共団体金融機構へ納付する制度で、平成30年
度には全国の地方競馬主催者の合計で約9億円を納付し、平成26年度～30年度
の5年間で累計約26億円が納付されています。公営競技納付金は地方公共団体
の上下水道や電気、ガス等を対象とした公営企業債や一般会計債の利子の軽減
に活用されています。
　つまり、地方競馬の収益は、競馬を開催している自治体だけでなく、その他
の自治体に対してもさまざまな形で還元され、広く社会に貢献しています。

※ 地方公共団体金融機構：全国の地方公共団体の事業に対し長期・低利子で融資を行うこと
などによって、地方公共団体の財政の健全な運営および住民の福祉の増進に寄与する公的
な団体。
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競馬場のある街だけでなく、
みんなのくらしの
役に立っています。




